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令和５年度 市政運営方針令和５年度 市政運営方針  … ２… ２

事業者を応援します … ４

犬の登録と狂犬病予防注射 … ６

きりゅう暮らし応援事業 … ７

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、掲載したイベントや講演会などが中止になる

場合があります。ご理解・ご協力をお願いします。

今月の表紙

ひな祭りを旧暦で行う地域が
多い桐生。市内のひな飾り（織
物参考館“紫

ゆかり

”）などを、インス
タグラムで紹介しています。

桃の節句、
桐生は４月３日？



象
と
し
た
公
共
交
通
利
用
に
よ

る
通
学
定
期
代
補
助

▼�

東
三
丁
目
団
地
の
耐
震
補
強
工

事
着
手

▼
梅
田
ハ
イ
ツ
の
入
居
要
件
緩
和

▼�

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
地
域
振
興
推
進

▼
老
朽
化
し
た
公
園
施
設
の
更
新

▼�

動
物
園
の
動
物
診
療
所
改
築

▼�

花
見
ヶ
原
森
林
公
園
と
利
平
茶

屋
森
林
公
園
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入

新
た
な
価
値
観
を
皆
で
共
有
で
き

新
た
な
価
値
観
を
皆
で
共
有
で
き

る
持
続
可
能
な
未
来
都
市
へ
の

る
持
続
可
能
な
未
来
都
市
へ
の

「
挑
戦
」

「
挑
戦
」

▼�

外
部
人
材
を
登
用
し
た
メ
デ
ィ

ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開

▼�

「
（
仮
称
）
桐
生
魅
力
大
使
」

の
任
命

▼�

民
間
の
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
資
す
る
取
り
組
み
支
援

▼�

自
治
組
織
の
担
い
手
不
足
や
地

域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
支
援

▼
男
女
共
同
参
画
の
推
進

▼�

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
推
進

▼�

本
格
的
な
市
史
編
さ
ん
作
業
開

始
▼�

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策

の
推
進

▼�

公
開
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
導
入

▼
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

▼
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
充
実

▼�

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
よ

る
観
光
案
内

▼�

重
伝
建
地
区
公
衆
ト
イ
レ
の
整

備
▼
日
本
遺
産
に
関
わ
る
広
域
連
携

▼�

坂
口
安
吾
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

の
広
域
連
携

▼�

桐
生
八
木
節
ま
つ
り
の
本
格
開

催
準
備

▼�

（
仮
称
）
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

の
整
備

▼�

黒
保
根
学
園
の
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

▼�

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

の
取
り
組
み

▼�

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
の
検

討
▼�

「
子
ど
も
が
つ
く
る
ま
ち
ミ
ニ

き
り
ゅ
う
」
の
充
実

▼�

放
課
後
子
供
教
室
の
全
小
学
校
・

義
務
教
育
学
校
で
の
開
催

▼�

運
動
公
園
内
の
施
設
改
修
や
歩

道
整
備

誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る

誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る

安
全
・
安
心
・
便
利
な
ふ
る
さ
と

安
全
・
安
心
・
便
利
な
ふ
る
さ
と

桐
生
の

桐
生
の

「
創
造
」

「
創
造
」

▼�

地
域
福
祉
に
お
け
る
重
層
的
支

援
体
制
整
備

▼�

高
齢
者
24
時
間
見
守
り
シ
ス
テ

ム
の
利
用
補
助

▼�

50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
帯
状

疱ほ
う
し
ん疹
予
防
接
種
費
用
補
助

▼�

若
年
が
ん
患
者
へ
の
在
宅
療
養

費
補
助

▼�

「
１
０
０
点
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で

重
点
施
策

重
点
施
策

▼�

移
住
・
定
住
に
関
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置

▼�

き
り
ゅ
う
暮
ら
し
応
援
事
業

（
住
宅
取
得
応
援
助
成
・
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
）
の
拡
充

▼
移
住
支
援
補
助
金
の
拡
充

▼�

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
18

歳
ま
で
拡
大

▼�

球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
▼�

電
子
地
域
通
貨
「
桐
ペ
イ
」
の

普
及
・
定
着

▼
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

若
者
が
よ
り
一
層
夢
を
持
て
る

若
者
が
よ
り
一
層
夢
を
持
て
る

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

「
前
進
」

「
前
進
」

▼
地
域
店
舗
買
物
促
進
事
業
補
助

▼�

新
事
業
展
開
・
新
製
品
開
発
・

販
路
開
拓
支
援

▼�

ま
ち
な
か
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

事
業
承
継
支
援

▼�

県
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
工

業
団
地
整
備
の
推
進

▼
農
業
機
械
・
設
備
導
入
補
助

▼�

Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）
や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ま
ん
延
防
止

▼
桐
生
産
木
材
製
品
の
作
製

▼
林
業
機
械
修
繕
補
助

▼�

（
仮
称
）
重
伝
建
地
区
公
開
活

用
施
設
の
保
存
修
理

▼�

重
伝
建
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置

の
桐
ペ
イ
の
活
用

▼�

桐
生
厚
生
総
合
病
院
の
新
病
院

建
設
に
向
け
た
検
討

▼
救
急
医
療
に
お
け
る
体
制
強
化

▼�

子
ど
も
発
達
支
援
を
目
的
と
し

た
メ
ン
タ
ー
事
業
の
開
始

▼�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
・
支

援
▼
産
婦
健
康
診
査
の
回
数
拡
大

▼�

受
験
を
控
え
た
年
代
へ
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
補

助
▼�

小
学
校
6
年
生
か
ら
高
校
1
年

生
ま
で
の
年
代
の
男
性
へ
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸け
い

が
ん

ワ
ク
チ
ン
）
接
種
費
用
補
助

▼�

私
立
特
定
教
育
・
保
育
施
設
へ

の
施
設
整
備
支
援

▼�

桐
ペ
イ
を
活
用
し
た
子
ど
も
の

環
境
美
化
活
動
推
進

▼�

桐
生
産
手
ぬ
ぐ
い
を
活
用
し
た

「
災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
」

導
入

▼�

新
た
な
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
運
用
開
始

▼�

水
害
予
防
の
た
め
の
桐
生
川
樹

木
伐
採
・
堆
積
土
砂
撤
去

▼�

横
断
歩
道
の
塗
り
直
し
な
ど
に

よ
る
交
通
安
全
対
策
推
進

▼
赤
岩
線
・
錦
琴
平
線
整
備

▼�

生
活
道
路
や
桐
生
大
橋
の
長
寿

命
化

▼
新
里
駅
周
辺
の
歩
道
整
備

▼
お
り
ひ
め
バ
ス
車
両
更
新

▼�
お
り
ひ
め
バ
ス
モ
ニ
タ
ー
制
度

の
導
入

▼�
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
を
対

令和５年度 市政運営方針令和５年度 市政運営方針
　特に重点を置いて取り組む施策と、主な取り組みについて、

「前進」「創造」「挑戦」のキーワードに沿ってお知らせします。
問い合わせ＝企画課企画戦略担当（☎内線 524）

桐生市長　荒木 恵司桐生市長　荒木 恵司

広報きりゅう令和５年４月号 2



令和５年度の当初予算をお知らせします。　問い合わせ＝財政課財政担当（☎内線 526）

きりゅう暮らし応援予算きりゅう暮らし応援予算

一般会計一般会計
457 億 1,000 万円457 億 1,000 万円
（前年度比 6.0 パーセントの増加）（前年度比 6.0 パーセントの増加）

　歳入の「市税」は、前年度に比べ約 3,700 万円の増加を見込んでいます。
　歳出は、市役所の新本庁舎建設工事や、桐ペイの普及・定着を目指した事
業などを実施することにより、「総務費」が前年度に比べ約 19億 8,000 万円
の増加となりました。

市税（27.8％）市税（27.8％）
127億 2,574 万 7千円127億 2,574 万 7千円

地方交付税（21.8％）地方交付税（21.8％）
99億99億 5,000 万円5,000 万円

市債（6.5％）市債（6.5％）
29億 9,030 万円29億 9,030 万円

国庫支出金（13.2％）国庫支出金（13.2％）
60億 3,803 万 5千円60億 3,803 万 5千円

県支出金（7.5％）県支出金（7.5％）
34億 497 万 9千円34億 497 万 9千円

諸収入（7.1％）諸収入（7.1％）
32億 2,926 万 1千円32億 2,926 万 1千円

地方消費税交付金（5.3％）地方消費税交付金（5.3％）
24億円24億円

繰入金（5.2％）繰入金（5.2％）
23億 8,603 万 5千円23億 8,603 万 5千円

その他（5.6％）その他（5.6％）
25億 8,564 万 3千円25億 8,564 万 3千円

民生費（38.1％）民生費（38.1％）
174億 2,457 万 7千円174億 2,457 万 7千円

教育費（11.7％）教育費（11.7％）
53億 6,366 万 5千円53億 6,366 万 5千円

土木費（9.8％）土木費（9.8％）
44億 6,589 万 8千円44億 6,589 万 8千円

公債費（8.5％）公債費（8.5％）
39億 134 万円39億 134 万円

衛生費（9.0％）衛生費（9.0％）
40億 9,295 万 5千円40億 9,295 万 5千円

総務費（12.9％）総務費（12.9％）
58億 7,173万 2千円58億 7,173万 2千円

消防費（4.3％）消防費（4.3％）
19億 7,982 万 6千円19億 7,982 万 6千円

商工費（3.2％）商工費（3.2％）
14億 7,590 万 3千円14億 7,590 万 3千円

その他（2.5％）その他（2.5％）
11億 3,410 万 4千円11億 3,410 万 4千円

特別会計特別会計
297 億 4,784 万 2千円297億 4,784 万 2千円

会計名 予算額 前年度比
学校給食共同調理場事業 ７億 4,435 万 9千円 5.7％
国民健康保険事業 122億 8,636 万 6千円 1.9％
介護保険事業 142億 8,891 万円 － 0.9％
農業集落排水事業 ２億 2,973 万 2千円 － 4.1％
新里温水プール事業 6,403 万 5千円 － 9.4％
発電事業 1億 7,231 万 7千円 80.3％
後期高齢者医療事業 19億 6,212 万 3千円 3.1％

企業会計企業会計
87 億 3,980 万円87億 3,980 万円

会計名 予算額 前年度比
水道事業 35億 8,972 万 6千円 5.3％
下水道事業 51億 5,007 万 4千円 9.8％

【球都桐生プロジェクト推進】【球都桐生プロジェクト推進】

東京六大学野球オールスターゲーム
を誘致

【桐生が岡動物園】【桐生が岡動物園】

カピバラ舎を整備するための設計を
実施

【（仮称）定住促進センター】【（仮称）定住促進センター】

移住・定住に関わる相談を一元的に
対応するワンストップ窓口を設置

歳入 歳出

3 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



事業者を応援します

①
新
規
工
房
開
設
補
助
金

　　
市
内
に
新
た
に
工
房
を
設
置
す

る
個
人
事
業
主
や
小
規
模
企
業
に
、

月
額
家
賃
や
改
修
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業
＝
繊
維
製
品
製
造
、
ガ

ラ
ス
・
木
工
竹
細
工
、
陶
工
芸
、

金
工
な
ど
で
、
次
の
⑴
～
⑶
の
う

ち
い
ず
れ
か
２
つ
を
満
た
す
も
の

⑴
来
場
者
が
製
品
製
作
を
体
験
で

　
き
る

⑵
来
場
者
に
工
房
を
公
開
で
き
る

⑶
来
場
者
に
製
品
を
直
売
で
き
る

※
主
な
用
途
が
倉
庫
・
保
管
場
所
、

連
絡
員
事
務
所
、
住
居
な
ど
で
あ

る
場
合
は
対
象
外

補
助
額
＝
次
の
い
ず
れ
か
を
補
助

▼
新
規
工
房
運
営
費
補
助
…
工
房

と
な
る
物
件
の
月
額
家
賃
の
2
分

の
1
以
内
で
、
最
大
月
額
2
万
円

（
最
長
24
か
月
）

▼
新
規
工
房
改
修
費
補
助
…
工
房

の
開
設
に
伴
う
改
修
費
用
の
2
分

の
1
以
内
で
、
最
大
40
万
円

※
市
外
か
ら
の
転
入
ま
た
は
ノ
コ

ギ
リ
屋
根
工
場
で
の
工
房
開
設
は
、

各
補
助
に
5
万
円
を
加
算

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

②
ま
ち
な
か
店
舗

　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
事
業

　承
継
支
援
事
業
補
助
金

　
事
業
承
継
を
伴
っ
た
既
存
店
舗

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
装
を
行
う
事

業
者
に
、
工
事
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
＝
中
心
市
街
地
で
お
お
む
ね

10
年
以
上
営
業
し
て
い
る
小
売
業
、

飲
食
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
者
な

ど
で
、
事
業
承
継
に
よ
る
経
営
者

の
交
代
を
行
う
も
の

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

③
空
き
店
舗
活
用
型
新
店

　舗
開
設
・
創
業
促
進
事

　業
補
助
金

　
空
き
店
舗
な
ど
を
改
修
し
出
店

す
る
人
に
、
改
修
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
事
業

者・
個
人
は
市
内
に
居
住
、
法
人
は

　
市
内
に
法
人
登
記
を
有
す
る

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・
市
が
指
定
す
る
経
営
相
談
の
専

　
門
家
よ
り
、
事
業
計
画
に
対
し

　
可
と
判
断
さ
れ
る

・
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
開
業

・
１
階
で
主
た
る
営
業
を
行
う

・
原
則
と
し
て
週
４
日
以
上
営
業

　
す
る
※
夜
間
営
業
の
み
の
場
合

　
は
対
象
外

対
象
経
費
＝
店
舗
の
改
修
に
支

問い合わせ＝①、④、⑥、⑦…商工振興課工業労政担当（☎内線 564・565）
　　　　　　②、③、⑧、⑨…商工振興課商業金融担当（☎内線 563・583）
　　　　　　⑤…商工振興課産業立地戦略担当（☎内線 582）
※申請用紙などは、商工振興課（市役所３階）と市ホームページにあります。

払
っ
た
工
事
費
の
う
ち
、
市
内
業

者
に
発
注
し
た
も
の

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内

⑴
…
中
心
市
街
地
内
（
本
町
一
～

六
丁
目
、
錦
町
、
末
広
町
、
川
岸

町
な
ど
）
に
新
店
舗
開
設
の
場

合
、
最
大
１
０
０
万
円

⑵
…
⑴
の
区
域
外
に
新
店
舗
開
設

の
場
合
、
最
大
50
万
円

※
中
心
市
街
地
空
き
店
舗
情
報
登

録
制
度
の
登
録
物
件
に
開
設
す
る

場
合
は
、
10
万
円
を
加
算

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

店
舗
や
工
房
の
開
設
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
応
援
し
ま
す

②
ま
ち
な
か
店
舗

　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
事
業

　承
継
支
援
事
業
補
助
金

①
新
規
工
房
開
設
補
助
金

③
空
き
店
舗
活
用
型

　新
店
舗
開
設
・
創
業

　促
進
事
業
補
助
金

空き店舗活用型新店舗開設・創業促進事業補
助金を活用して、令和４年12月に開業した
カフェ「球場」（本町五丁目）

広報きりゅう令和５年４月号 4



　　　
市
内
で
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
製
造

業
を
営
む
中
小
企
業
に
、
事
業
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
事
業

者・
市
内
に
１
年
以
上
、
事
業
所
を

　
置
く
製
造
業

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・
地
場
産
業
の
製
造
工
程
を
公
開

　
で
き
る

・
来
場
者
が
見
学
と
体
験
を
で
き

　
る

・
広
告
媒
体
（
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、

　
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

　
Ｎ
Ｓ
な
ど
）
を
活
用
し
、
期
日
、

　
開
催
場
所
、
実
施
内
容
な
ど
を

　
広
く
周
知
す
る

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
、
最
大
３
万
円

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

⑤
展
示
会
出
展
補
助
金

　　　
県
外
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
と

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
に
出
展
す
る

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
主
要
な
事
業
所
を

置
く
、
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

補
助
額

▼
国
内
・
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
＝

　
小
規
模
企
業
、
個
人
事
業
主
…

　
出
展
料
の
２
分
の
１
で
、
最
大

　
20
万
円
／
中
小
企
業
…
出
展
料

　
の
２
分
の
１
で
、
最
大
15
万
円

▼
海
外
展
示
会
＝
出
展
料
な
ど
の

　
２
分
の
１
で
、
最
大
30
万
円

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

④
中
小
企
業
人
材
育
成

　事
業
研
修
費
用
助
成

　
市
内
の
中
小
企
業
の
経
営
者
や

従
業
員
、
ま
た
、
個
人
事
業
主
が
、

対
象
と
な
る
研
修
を
受
講
し
た
場

合
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

⑤
展
示
会
出
展
補
助
金

⑥
中
小
企
業
人
材
養
成

　事
業
補
助
金

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
、
１
事
業
所
に
つ
き
年
間

最
大
５
万
円
※
講
師
を
招
い
て
研

修
を
行
う
場
合
、
加
算
あ
り

申
し
込
み
＝
事
前
に
商
工
振
興
課

へ
連
絡
の
う
え
、
研
修
開
始
の
10

日
前
ま
で
に
、
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添

え
て
、
直
接
商
工
振
興
課
へ
。

　
⑥
ぐ
ん
ま
技
術
革
新

　チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

　　
新
技
術
や
新
製
品
の
開
発
に
取

り
組
む
中
小
企
業
に
、
開
発
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
※
開
発
要

素
が
な
い
も
の
や
、
量
産
用
設
備

の
導
入
は
対
象
外

対
象
＝
市
内
に
主
要
な
事
業
所
を

置
く
中
小
企
業
と
小
規
模
企
業

補
助
額
＝
開
発
費
の
２
分
の
１
で
、

最
大
80
万
円
※
小
規
模
事
業
は
５

分
の
４
で
、
最
大
80
万
円

募
集
件
数
＝
５
件
程
度
※
現
地
調

査
を
含
め
た
審
査
あ
り

申
し
込
み
＝
５
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添

え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
必

着
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
商
工
振
興
課

（
〒
３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生

⑦
ぐ
ん
ま
技
術
革
新

　チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

販
売
促
進
・
商
品
開
発
・
買
い
物
促
進
の
取
り
組
み
な
ど
を
応
援
し
ま
す

市
役
所
、shoko@

city.kiryu.
lg.jp　 

）
へ
。
電
子
申
請
の
場
合

は
、
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
長
期
で
低
利
・
固
定
菌
金
利

　中
小
企
業
者
向
け
制
度

　融
資

　　　
中
小
企
業
、
起
業
を
目
指
す
人

な
ど
を
支
援
す
る
も
の
で
、
同
制

度
に
お
け
る
信
用
保
証
料
は
市
が

補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
中
小
企
業
者
向
け
桐

生
市
制
度
融
資
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
直
接
制
度
融
資
取
扱

金
融
機
関
へ
。

⑥
地
域
店
舗
買
物
促
進
事

　業
補
助
金

　　
地
域
で
の
買
い
物
を
促
進
す
る

取
り
組
み
を
行
う
商
店
街
団
体
な

ど
に
事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
＝
商
店
街
団
体
な
ど

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
直
接
商
工
振
興
課
へ
。
申
請

用
紙
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
同
課

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

⑧
長
期
で
低
利
・
固
定
金
利

　中
小
企
業
者
向
け

　制
度
融
資

⑨
地
域
店
舗
買
物
促
進

　事
業
補
助
金

④
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

　リ
ー
支
援
事
業
補
助
金

展示会出展補助金を活用して、令和５年１月
にフランスで開催された展示会に出展した
「加栄レース株式会社」（広沢町七丁目）

5 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



表２：注射済票とシールを交付できる動物病院

病院 場所 電話番号

相生動物病院 相生町二丁目 55‐1404

カール動物病院 新里町新川 74‐5651

桐生中央動物病院 三吉町二丁目 47‐0743

クマさんの動物診療所 仲町一丁目 46‐0747

小曽根動物病院 相生町二丁目 54‐2299

新桐生駅前動物病院 広沢町二丁目 54‐1443

田島動物病院 広沢町間ノ島 52‐9209

ヒロサワ動物病院 広沢町四丁目 53‐2121

マサキ動物病院 本町三丁目

みどりの森動物病院 みどり市笠懸町 40‐5521

表１：狂犬病予防注射（集合注射の日程）
地区 期日 時間 場所

黒
保
根

４月25日
（火）

10：00 ～ 10：15 黒保根町保健センター

10：30 ～ 10：50 上田沢集会所

11：10 ～ 11：25 下田沢集会所

11：40 ～ 12：00 宿廻集会所

新
里

４月27日
（木）

９：30 ～ 10：00 新里総合センター

10：20 ～ 10：30 赤城集会所

10：45 ～ 11：00 板橋住民センター

11：15 ～ 11：25 関集会所

11：40 ～ 11：55 上鶴ヶ谷住民センター

13：10 ～ 13：25 芝集会所

13：40 ～ 14：00 町組集会所

14：15 ～ 14：35 消防第三分団詰所

14：50 ～ 15：10 八幡住民センター

15：25 ～ 15：35 野集会所

桐
生

５月23日
（火）

９：30 ～ 10：00 旧西中学校

10：30 ～ 10：50 梅田公民館

11：20 ～ 11：50 菱公民館

13：20 ～ 13：50 境野水処理センター

14：20 ～ 14：50 総合福祉センター

５月25日
（木）

９：30 ～ 10：00 青年の家

10：40 ～ 11：10 広沢公民館

13：00 ～ 13：30 川内公民館

14：00 ～ 14：30 市民広場

５月28日
（日）

10：00 ～ 12：00 相生公民館

14：00 ～ 15：00 桜木公民館

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

飼
い
主
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
年
１
回
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、

必
ず
市
に
犬
の
登
録
を
申
請
し
、

集
合
注
射
か
動
物
病
院
の
ど
ち
ら

か
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

   

集
合
注
射
の
場
合

　
日
程
は
、
下
表
１
の
と
お
り
で

す
。

費
用
＝
３
５
０
０
円
※
未
登
録
の

場
合
は
、
別
途
３
０
０
０
円
（
登

録
手
数
料
）
が
か
か
り
ま
す
。

　

   

動
物
病
院
の
場
合

　
下
表
２
の
動
物
病
院
で
は
、
集

合
注
射
と
同
様
に
接
種
後
そ
の
場

で
「
注
射
済
票
」
と
「
シ
ー
ル
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
、
各
動
物
病
院
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
下
表
２
の
動
物
病
院
以

外
（
群
馬
県
獣
医
師
会
会
員
病
院

を
除
く
）
で
接
種
し
た
場
合
は
、

「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
」
が
発

行
さ
れ
る
の
で
、
地
域
づ
く
り
課

（
市
役
所
２
階
）
ま
た
は
新
里
・

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
に
持
参

し
、
「
注
射
済
票
」
の
交
付
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
、

５
５
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
課
生

活
安
全
担
当
（
☎
内
線
４
６
５
）

・エサや水をきちんと与える

・汚物などをきちんと処理する

・逃げたときは責任をもって探す

・鳴き声や臭いなどで他人に迷惑

　をかけない

・飼っている犬が死亡した場合は必ず市へ届け出る

・飼い犬と一緒に市外へ転出した場合は、転出先の

　市区町村で手続きをする

ルールを守って
飼いましょう

３. すべての人に健康と福祉を 広報きりゅう令和５年４月号 6



　　住宅リフォーム助成
※着工前の申請が必要です。
募集件数＝200件程度（予算の範囲内、先着順）
問い合わせ＝建築住宅課住宅係（☎内線633）

対象

市内に住宅を所有し居住している人が、市内
業者を利用して行う工事費20万円以上のリフ
ォーム工事（１住宅につき１回限り、かつ１
申請者につき１回限り）

補助額 基本補助額と加算補助額の合計で上限30万円

基本補助
上限20万円（補助率は対象工事費の10パー
セント※子育て世帯は対象工事費の20パーセ
ント）

加算補助

工事費20万円以上の省エネ・耐震改修・バリ
アフリー・防犯の各工事で、上限10万円（補
助率は対象工事費の10パーセント※子育て世
帯は対象工事費の20パーセント）

　　住宅取得応援助成
募集件数＝予算の範囲内
問い合わせ＝建築住宅課住宅係（☎内線633）

対象 市内に住宅を建築または購入し、５年以上定
住する人

補助額
基本補助額と加算補助額の合計のうち、住宅
取得金額の10パーセントまたは200万円のい
ずれか低い額

基本補助 住宅取得金額の３パーセントで上限20万円　
※併用住宅は、居住部分のみ補助対象

加算補助

①夫婦加算（10万円）／②ひとり親加算
（10万円）／③三世代同居加算（10万円）
／④移住加算（40万円）／⑤若者Ｕターン移
住加算（80万円）／⑥子ども加算（中学生
以下の子ども１人につき20万円）／⑦誘導
区域加算（10万円）／⑧市内業者加算（10
万円）／⑨空き家・空き地バンク加算（20万
円）／⑩通勤加算（20万円）

　　空き家除却助成
※着工前の申請が必要です。
募集件数＝各10件程度（予算の範囲内）
問い合わせ＝空き家対策室空き家対策係（☎内線
736）
▶跡地利用制限なしの除却

対象
市内に昭和56年５月31日以前に建築され、
10年以上居住その他の使用がない住宅の除却
工事

補助額 対象工事費の50パーセントで上限30万円

▶移住者限定跡地利用制限ありの除却

対象
市内に昭和56年５月31日以前に建築され、
１年以上居住その他の使用がない住宅の除却
工事で、跡地に移住者が住宅を新築する場合

補助額 対象工事費の50パーセントで上限50万円

▶不良住宅などの除却

対象
１年以上居住その他の使用がなく、著しく損
傷している空き家の除却工事※市の事前調査
が必要

補助額 対象工事費の80パーセントで上限100万円

きりゅう暮らし応援事業きりゅう暮らし応援事業
　誰もが住みたい・住み続けたいと思えるまちづく
りを目指し、移住・定住の促進や空き家・空き地の
活用を目的とした４つの助成制度を実施します。
　各助成の併用は可能ですが、加算補助項目が重複
する場合は、いずれかの加算補助のみが適用されま
す。なお、助成を受けるには各種条件がありますの
で、事前にお問い合わせください。
申し込み＝４月20日（木）から、直接各担当課へ。
※空き家利活用助成・空き家除却助成は、５月９日
（火）時点で、申し込みが募集件数を超えた場合は
抽せんとなります。

11. 住み続けられるまちづくりを

　　空き家利活用助成
※着工前の申請が必要です。
募集件数＝全体で８件程度（予算の範囲内）
問い合わせ＝空き家対策室空き家活用係（☎内線
367）

▶空き家利活用

対象 １年以上居住していない住宅のリフォーム工
事

補助額 基本補助と加算補助の合計のうち、対象工事
費の50パーセントで上限70万円

基本補助 工事費20万円以上のリフォーム工事のうち、
対象工事費の30パーセントで上限20万円

加算補助

①移住加算（40万円）／②子ども加算（中学
生以下の子ども１人につき20万円）／③空き
家・空き地バンク加算（20万円）／④性能向
上加算（工事費20万円以上の省エネ・耐震改
修・バリアフリー・防犯工事をする場合10万
円）／⑤ファミリー加算（２人以上の世帯の
場合15万円）

▶移住者限定空き家利活用

対象 市外から移住し、１年以上居住していない耐
震性のある住宅のリフォーム工事

補助額 工事費20万円以上のリフォーム工事のうち、
対象工事費の３分の２で上限100万円

7 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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４月から市役所の組織が４月から市役所の組織が
一部変わります一部変わります
　新たな行政需要に対応し、効果的な行政運営や市
民サービスのさらなる向上を図るため、４月１日付
けで機構改革を実施し、市役所の組織の一部を次の
とおり変更します。
▶移住・定住に関するワンストップ窓口の設置
　共創企画部の「企画課」内に「移住定住推進室」
を設置し、部局を横断した連携強化を図り、多角的
な視点から対策の立案、総合調整などを力強く展開
します。
▶空き家対策のさらなる推進　
　都市整備部の「定住促進室」を「空き家対策室」
に、「定住促進係」を「空き家活用係」に改称し、
空き家などの減少に向けた取り組みを推進します。
▶デジタル化のさらなる推進
　総務部の「ＤＸ推進室」に「桐ペイ推進応援担
当」を新設し、桐生市電子地域通貨「桐ペイ」の普
及・定着を目指します。
問い合わせ＝総務課庶務担当（☎内線533）

必ず投票しましょう！
群馬県議会議員選挙と
桐生市長・市議会議員選挙

　県政・市政の方向を決める重要な選挙です。棄権
しないで、必ず投票しましょう。
期日
▶群馬県議会議員選挙…４月９日（日）
▶桐生市長・市議会議員選挙…４月23日（日）
音声版の選挙公報を作成します
　選挙管理委員会では、市長・市議会議員選挙の際、
視覚に障がいのある人に対し、候補者や政見などを
記載した選挙公報の音声版を、点字図書館の協力の
もと作成します。
　選挙公報の音声版を希望
する人は、事前に電話で選
挙管理委員会事務局（☎内
線538・539）へお問い合
わせください。

境野町六丁目宅地の境野町六丁目宅地の
販売価格を値下げしました販売価格を値下げしました

　
　桐生市土地開発公社では、現在販売中の境野町六
丁目の宅地の価格を見直し、さらに安くして販売し
ます。この宅地は、境野幼稚園・小・中学校にとて
も近く、通園・通学に便利です。
　きりゅう暮らし応援事業「住宅取得応援助成」
（上限200万円）と、土地開発公社独自の支援制
度（最大68万9,000円）が併用できます。詳しくは、
７ページをご覧ください。
場所＝境野町六丁目1574‐９
面積＝329.62平方メートル（約99.71坪）
販売価格＝679万円
対象＝次の全てに該当する人

①自身または三親等以内の親族が居住する住宅を、
　購入後３年以内に建築し、生活の本拠とする
②指定する期日までに代金全額の支払いができる
土地開発公社独自の支援制度
▶子育て支援＝中学生以下の子どもが居住する世帯
　に20万円を支給
▶転入者支援＝桐生市への転入世帯に15万円を支
　給
▶建築奨励金＝販売価格の５パーセント相当（33
　万9,000円）を支給※条件あり
申し込み＝４月20日（木）から５月12日（金）ま
で（土、日、祝日
を除く）に、申込
用紙に必要事項を
記載し、直接桐生
市土地開発公社
（市役所５階、都
市計画課内）へ。
申込用紙と案内
書は、同公社と
市ホームページに
あります。
問い合わせ＝桐生
市土地開発公社
（☎内線785）

境野幼稚園
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境野中学校
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いつでもできます！
桐ペイの現金チャージ
　
　チャージした金額の１パーセントが上乗せポイン
トとして付与されます。なお、５月８日（月）から
30パーセントプレミアムポイントキャンペーンが
始まる予定です。
開始日＝４月10日（月）
用意するもの＝スマホアプリ「c

チ － カ

hiica」または専用
カード（紫色のカード）
チャージ場所（受付時間）
①セブン銀行ＡＴＭ（終日※初日のみ午前７時～）
②市役所、新里・黒保根支所、境野・広沢・梅田・
　相生・川内・菱公民館（土、日、祝日、年末年始
　を除く午前８時30分～午後５時15分）
③桐生信用金庫本店営業部、本町・新桐生・相生
　支店（土、日、祝日、年末年始を除く午前９時～
　午後３時）
チャージ上限額＝１か月２万円
利用店舗＝加盟店全店
ポイント有効期限＝チャージ額分…チャージした日
から２年間／上乗せポイント分…令和６年３月31
日（日）
問い合わせ＝ＤＸ推進室桐ペイ推進応援担当（☎内
線791）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

市営住宅「梅田ハイツ」
入居要件を見直しました
　
　「中堅所得層向けの特定公共賃貸住宅」として供
給してきた「梅田ハイツ」について、空き室の一部
を用途変更し、４月から低所得層の人も入居できる
ように見直しました。
▶低所得層向け住戸の入居者募集
家賃＝下表のとおり

入居資格＝市営住宅入居申込者の資格と同じ。詳し
くは、市ホームページをご確認ください。
申し込み＝４月３日（月）午前８時30分から、申
込書を直接、群馬県住宅供給公社桐生支所（市役所
４階）へ。申込用紙は同公社にあります。※申し込
み順に入居可能な住戸を紹介します。
問い合わせ＝群馬県住宅供給公社桐生支所（☎内線
625）

管理方法 世帯区分
世帯収入月額

参考家賃（月額）
見直し前 見直し後

従前 特定公共賃貸住宅
（中堅所得層向け） 一般 158,001円以上

487,000円以下 変更なし
１ＤＫ…29,500円
２ＤＫ…43,200円
３ＬＤＫ…52,300円

追加 用途変更住戸
（低所得層向け）

一般 158,000円以下 １ＤＫ…12,100円～18,000円
２ＤＫ…17,400円～25,900円
３ＬＤＫ…24,100円～37,900円
（世帯収入に応じて決定します）裁量階層 214,000円以下

市営住宅「梅田ハイツ」の入居要件見直し（概要）

※裁量階層世帯＝高齢者世帯、障がい者世帯、中学校卒業までの子どもがいる世帯

子どもの環境美化の取り組みに
桐ペイポイントを交付します
　環境美化推進活動（美化活動）に取り組んだ子ど
もに、桐ペイポイントを交付します。詳しくは市ホ
ームページをご覧ください。
美化活動の内容＝市内の公共用地や公共施設のごみ
拾い、除草、清掃など（１時間以上）
交付対象＝市内に居住する子ども（小学校３年生か
ら中学校３年生まで）が５人以上と代表者（18歳
以上）で構成される団体※代表者は交付対象外です。
交付ポイント＝子ども１人あたり500ポイント（先
着1,000人）
ポイント有効期限＝令和６年２月29日（木）
交付方法＝活動後、代表者に子どもの人数分のポイ
ントを付与したカード１枚を交付します。
申請受付期間＝５月１日（月）～12月１日（金）
申請方法＝美化活動を実施する30日前までに、ぐ
んま電子申請受付システムから電子申請をしてくだ
さい。書面申請の場合は、申請用紙に必要事項を記
入し、直接環境課（市役所２階）へ。
▶申請に関する注意点
①ほかの報奨制度とは併用できません。
②同一年度内に子ども、代表者ともに１回まで。
③学校における正課内での活動は対象外です。
問い合わせ＝環境課環境保全担当（☎内線320）

※
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桐生市地域おこし協力隊
新隊員を紹介します
　桐生市の地域振興・魅力発信で活躍していただく
ため、山田莉子さん、松谷優希さん、箱川達也さん
の３人を新たに「地域おこし協力隊員」として委嘱
しました。
　山田隊員と松谷隊員は「一般社団法人桐生市観光
物産協会」に所属し、イベントの実施と物産品のプ
ロデュースなどのほか、地域とのつながりを創出し
ながら、自身の経験や知識を生かした桐生の活性
化・にぎわい創出に資する活動を行います。
　箱川隊員は、「きりゅう市民活動推進ネットワー
ク」に所属し、新里町の地域振興・魅力発信を中心
とした活動により、地域活性化を図ります。
問い合わせ＝観光交流課観光振興担当（「シルクル
桐生」内、☎32‐4555）、新里支所地域振興整備
課産業振興係（☎74‐2217）
▶地域おこし協力隊とは
　人口減少や高齢化などに悩む地方自治体が、都市
部に住む地域外の人材を受け入れ、地域活性化のた
め、活動してもらう制度です。任期は最長３年間で
す。

◀山田莉子隊員
　東京都から移住。都内でソ
ーイングアドバイザーとして、
ハンドメイドイベントや展示
会への出展、学校などでの講
義、販促品の企画などに従事。

▶松谷優希隊員
　宮城県から移住。美術大学
で日本画を専攻後、舞台大道
具の制作会社に勤務し、伝統
芸能の分野で数多くの舞台美
術制作を経験。

◀箱川達也隊員
　神奈川県から移住。フリー
ランスでデザイナーとして活
動。海外への移住・飲食店経
営を経験。

おりひめバス梅田線を改正します
　
　５月１日（月）から、おりひめバス梅田線につい
て改正を行います。主な変更点については下表のと
おりです。

　なお、ほかの便についても、発着時刻の変更があ
ります。詳しくは市ホームページまたはバス車内や
時刻表配布場所にあるちらしをご覧ください。
問い合わせ＝交通ビジョン推進室交通ビジョン推進
担当（☎内線387）、桐生朝日自動車株式会社（☎
54‐2420）

対象 改正前 改正後

下り１便 【６：30発】
桐生駅北口 → 梅田ふるさとセンター前 

【６：40発】
桐生駅北口 → 二渡神社前 ※路線短縮

上り１便 【７：15発】
梅田ふるさとセンター前 → 桐生駅北口

【７：15発】
二渡神社前 → 桐生駅北口 ※路線短縮と経由地追加（小松橋、上菱団地）

下り４便 【９：00発】
桐生駅北口 → 二渡神社前

【８：52発】
桐生駅北口 → 梅田ふるさとセンター前 ※路線延伸

上り４便 【９：40発】
二渡神社前 → 桐生駅北口

【９：37発】
梅田ふるさとセンター前 → 桐生駅北口 ※路線延伸

下り10便 【14：35発】
桐生駅北口 → 二渡神社前

【14：35発】
桐生駅北口 → 梅田ふるさとセンター前 ※路線延伸

上り10便 【15：15発】
二渡神社前 → 桐生駅北口

【15：20発】
梅田ふるさとセンター前 →桐生駅北口 ※路線延伸

上り15便 【20：45発】
二渡神社前 → 桐生駅北口 ※廃止

広報きりゅう令和５年４月号 10



防犯機能付き電話機などの
購入費用を一部補助します
　特殊詐欺や悪質な電話勧
誘などの被害を防ぐため、
防犯機能の付いた電話機や
録音機の購入費用の一部を
補助します。
　
　　

対象者＝次の全てを満たす人
・桐生市の住民基本台帳に記載があり居住している
・世帯全員が65歳以上または、日中65歳以上の人
　のみで在宅となる日が週５日以上ある
・市税などを滞納していない
対象機器＝次の全てを満たす機器

・市内の店舗で購入した新品
・着信時に「通話が録音されます」などの警告が流
　れる
・通話内容が録音できる
・市内の住居に設置する
補助額＝購入費用の２分の１で上限5,000円
申請に必要なもの
・電話機などの領収書（商品名、購入金額、購入日、
　販売店名が書かれているもの）
・購入した電話機などの機能がわかるパンフレット
　または説明書
・申請者名義の預貯金通帳
申し込み＝対象機器を購入する前に、電話で地域づ
くり課（☎内線465）へ予約してください。対象機
器購入後、申請書類を直接地域づくり課（市役所２
階）または、新里・黒保根支所市民生活課へ。申請
用紙は地域づくり課、新里・黒保根支所市民生活課、
市ホームページにあります。
問い合わせ＝地域づくり課生活安全担当（☎内線
465）

地域包括支援センターへ
ご相談ください
　地域包括支援センターでは、高齢者が住み慣れた
地域で自立した生活を営めるように、本人や家族か
らの福祉、介護、保健、医療などの相談に総合的に
応じています。また、介護サービスの利用などに関
する情報提供や申請手続きの支援なども行っており、
必要に応じて居宅訪問を行います。
　相談を希望する人は、お住まいの地区を担当する
各地域包括支援センターにお問い合わせください。
問い合わせ＝各地域包括支援センターまたは健康長
寿課長寿支援係（☎内線557）

名称 場所・電話番号 担当地区

山育会

東久方町二丁目
（子供広場隣）
☎46‐6066

１区（本町一～三丁目、
横山町）、２区（本
町四～六丁目）、９区
（永楽町、小曾根町、
宮本町）、10区（東久
方町、西久方町、天神
町、平井町）、14区
（梅田町）

社協

新宿三丁目
（総合福祉セン
ター内）
☎46‐4411

３区（稲荷町、錦町、
織姫町、美原町、清瀬
町）、４区（新宿、三
吉町、小梅町、琴平
町）、５区（浜松町）、
８区（末広町、宮前町、
堤町、巴町、元宿町）

名称 場所・電話番号 担当地区

菱風園
菱町一丁目
（特養菱風園内）
☎32‐3321

６区（仲町、川岸町、
泉町、東町、高砂町、
旭町）、７区（東）、
17区（菱町）

ユートピア
広沢

広沢町六丁目
（特養ユートピ
ア広沢内）
☎53‐1114

11区（境野町）、13
区（広沢町四～七丁
目、広沢町間ノ島）

思いやり
川内町一丁目
（特養思いやり内）
☎32‐5889

16区（川内町）

思いやり
黒保根

黒保根町水沼
（黒保根町保健
センター内）
☎46‐8847

22区（黒保根町）

にいさと
新里町新川
（老健さくら苑内）
☎74‐3032

19区・20区・21区
（新里町）

のぞみの苑

相生町五丁目
（特養のぞみの
苑内）
☎54‐9537

15区（相生町一丁目
一部、相生町二丁目
一部、相生町三～五
丁目）

神明
広沢町二丁目
（神明幼稚園跡）
☎32‐3162

12区（広沢町一～三
丁目、桜木町一部）、
18区（相生町一丁目
一部、相生町二丁目
一部、桜木町一部）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

地域包括支援センター一覧

対象者をさらに広げました
　令和５年４月から、週５日以上、日中（午前９時
～午後３時）65歳以上の人のみ在宅になる日があ
る人も対象になりました。
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福祉助成制度をご利用ください

　詳しくは各担当課にお問い合わせください。
問い合わせ＝福祉課障害福祉係（☎内線259）

対象 内容

福祉タクシー券

身体障害者手帳
１・２級、療育手帳
Ａ判定、精神障害
者保健福祉手帳１
級を持つ在宅の人

初乗り料金が無料
になる福祉タク
シー券を交付

重度身体障害者
移動支援

身体障害者手帳
１・２級を持ち、
一般の交通手段の
利用が困難な在宅
重度障がい者など

リフトやスロープ
付き乗用車などを
運行して移動を支
援

じん臓機能障害
者等通院交通費
補助

じん臓機能障害の
身体障害者手帳を
持ち、透析を受け
ている非課税の人
など

通院交通費を補助

福祉車両の貸し
出し

車いすを使用する
身体障がい者など

助手席回転シート
付車両を貸し出し

在宅重度障害者
（児）紙おむつ
等サービス利用
券

３歳以上65歳未
満で在宅の重度障
がい者、同居の家
族

紙おむつと交換で
きる助成券を交付

在宅重度身体障
害者等訪問入浴
サービス

肢体不自由の身体
障害者手帳１・２
級で入浴に全介助
が必要な在宅の人

入浴車で訪問し入
浴を介助

要医療重症心身
障害児（者）訪
問看護支援

在宅で医療的ケア
の必要な重症心身
障がい児（者）の
家族

訪問看護にかかっ
た経費を補助（年
間６回まで）

対象 内容

ひとり暮らし高
齢者無料入浴券

65歳以上のひと
り暮らしの人

市内の公衆浴場な
どで使える無料入
浴券を交付

鍼灸・マッサージ
サービス受療券 70歳以上の人 市内の施術所で使

える助成券を交付

住宅改造補修費
補助

60歳以上の人の
みの非課税世帯

住宅バリアフリー
改修工事費の一部
を補助

緊急通報装置貸
与事業

65歳以上の要支
援・要介護認定者
のみの世帯など

簡単な操作で消防
本部への緊急通報
を行える装置を無
料で貸し出し

「食」の自立支
援事業

65歳以上の人の
みの世帯または身
体障がい者で、調
理が困難な人

週２回の昼食配達
と安否確認

在宅ねたきり高
齢者調髪利用券

６か月以上ねたき
りの65歳以上の
人

訪問理・美容を無
料で受けられる利
用券を交付

在宅ねたきり高
齢者紙おむつ利
用券

65歳以上の要介
護４・５の人を、
６か月以上在宅で
介護している家族

紙おむつと交換で
きる利用券を交付

徘
はいかい

徊高齢者探索
システム費用助
成

認知症による徘徊
行動のおそれがあ
る65歳以上の人
を介護する家族

探索システムの利
用に係る登録費用
などを助成

高齢者見守りシ
ステム利用支援
事業

令和５年度から開始します。詳しく
は、16ページをご覧ください。

身体障害者等奨学助成金

　自身か両親に一定以上の障がいがある場合、奨学
助成金を受給できます。審査会を経て、申請者の口
座へ年２回に分けて振り込みます。
対象＝次の全てに該当する人
①自身が身体障害者手帳１級から４級のいずれかを
　持っている、または両親のいずれかが身体障害者
　手帳１級もしくは２級を持っている
②市内に住所を有している
③�高校、高等専門学校（高専）、大学、専修学校、
各種学校、特別支援学校高等部に在学している

申し込み＝５月31日（水）までに、在学証明書
（発行日が４月１日以降のもの）、身体障害者手帳、
通帳を持参のうえ、申請書を直接福祉課（市役所１
階）へ。申請用紙は、同課にあります。
問い合わせ＝福祉課障害福祉係（☎内線266）

学校
給付金額（年額）

本人が障がい者 親が障がい者
高校、高専、専修
学校、各種学校 60,000円 30,000円

大学（短大を含む） 80,000円 40,000円

特別支援学校高等部 40,000円 20,000円

問い合わせ＝健康長寿課長寿支援係（☎内線556）

問い合わせ＝医療保険課医療助成係（☎内線257）

対象 内容
福祉医療費助成
制度 重度障がい者など 医療費を認定によ

り助成
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

人間ドックの費用を助成します

　国民健康保険（国保）と後期高齢者医療制度の人
間ドック費用助成の申し込みを、４月17日（月）
から受け付けます。なお、わたらせ健康診査および
プレわたらせ健康診査はこの人間ドックと同じ検査
内容を含むため、両方を受けることはできません。
対象＝国保税の完納世帯の被保険者、または後期高
齢者医療保険料の完納者
助成金額＝日帰りドック…２万2,000円、日帰り脳
ドック…３万円※超えた分は自己負担
受付期間＝４月17日（月）～12月28日（木）
申し込み＝下表のとおり

▶助成決定後の保険医療機関への申し込み
　決定通知書を郵送しますので、同封の登録保険医
療機関一覧表を確認し、４月24日（月）から希望
する登録保険医療機関へ直接申し込んでください。
受診期間＝５月１日（月）～令和６年１月31日（水）
▶桐生厚生総合病院の申し込みの初日
期日・時間＝４月22日（土）午前８時～午後１時
問い合わせ＝健康長寿課成人保健係（☎内線276）

若年がん患者の在宅療養費を
助成します

　39歳以下のがん患者が、在宅生活を送る際の身体
介護などにかかる費用を助成します。
　患者や家族の負担を軽減し、療養者が住み慣れた
自宅などで自分らしく過ごせるよう支援します。
対象＝次の全てを満たす人
①39歳以下で、がんで療養している
②�一般的に認められている医学的知見に基づき、回
復の見込みがない状態に至ったと医師に判断され
ている
助成方法＝サービス利用料の１割が利用者負担とな
り、市が残額をサービス提供事業者へ支払います。
※�申請時にほかの公的支援制度を受給している場合
は利用できません。
申請方法＝希望する人は、事前に直接または電話で、
健康長寿課成人保健係（市役所１階、☎内線267）へ
ご相談ください。
問い合わせ＝健康長寿課成人保健係（☎内線267）

ＨＰＶ感染症予防接種（任意）の
対象を男子にも拡大します
　ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染を防ぐ
ＨＰＶワクチンは、その感染が主な原因とされてい
る女子の子宮頸

けい

がんだけでなく、男子の中咽頭がん
や肛門がんなどの予防につながります。また、男女

間でのＨＰＶの行き来を防ぐことから、接種の対象
を男子にも拡大します。
　対象者で接種を希望する人は、予診票を発行しま
すので、母子健康手帳を持参し、子育て相談課（保
健福祉会館１階）までお越しください。
対象＝小学校６年生～高校１年生相当の男子
問い合わせ＝子育て相談課母子保健係（☎43‐
2003）

助成対象サービス 利用上限額

訪問介護、訪問入浴介護、福祉用具
貸与 月額８万円

福祉用具購入 月額５万円

�介護支援専門員による事業所の紹
介・調整などにかかる費用 月額１万円

申し込み方法 必要書類など

直　接

申請書、被保険者証、「令和５年度わた
らせ健康診査受診券」がある場合は受診
券を持参し、各受付場所へ
▶受付場所
①４月 17日（月）～５月 31日（水）…
健康長寿課（市役所１階）、新里・黒保根
保健センター、新里・黒保根支所、境野・
広沢・梅田・相生・川内・菱公民館
②６月１日（木）～ 12月 28日（木）…
健康長寿課、新里・黒保根保健センター

Ｅメール
申請書、被保険者証の写しを添付して、
健康長寿課成人保健係（kenkochoju2@
city.kiryu.lg.jp）へ

郵　送
申請書、被保険者証の写しを 12月 28日
（木）まで（必着）に、健康長寿課成人保
健係（〒 376‐ 8501 桐生市役所）へ

ファクシミリ 申請書、被保険者証の写しを健康長寿課成
人保健係（ファクシミリ 45‐ 2940）へ
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くらしガイド

広
告

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

山
火
事
に
注
意

山
火
事
に
注
意

　
入
山
の
際
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
火
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
十
分

注
意
す
る
／
②
た
ば
こ
の
吸
い
殻

は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨
て
な
い
／

③
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
消
防
署
（
☎

47
１
７
０
５
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

▼
危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日
・
場
所
＝
６
月
11
日
（
日
）

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
ま
た
は
群

馬
建
設
会
館
、
６
月
18
日
（
日
）

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
、
６
月
25
日
（
日
）

関
東
学
園
大
学

時
間
＝
甲
種
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
、
乙
種
第
４
類
（
午
前
の

部
）
午
前
10
時
～
正
午
、
乙
種
第
４

類
（
午
後
の
部
）
午
後
２
時
～
４
時
、

乙
種
（
第
４
類
以
外
）
午
後
２
時
～

４
時
、
丙
種
午
後
２
時
～
３
時
15
分

費
用
＝
甲
種
６
６
０
０
円
、
乙
種

４
６
０
０
円
、
丙
種
３
７
０
０
円

申
し
込
み
＝
書
面
申
請
は
４
月
17

日
（
月
）
か
ら
５
月
１
日
（
月
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
申

込
書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
群

お
知
ら
せ

馬
県
支
部
（
前
橋
市
大
渡
町
一
丁

目
10
‐
7
）
へ
。
電
子
申
請
は
４

月
14
日
（
金
）
か
ら
28
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
と
願
書

は
消
防
本
部
、
両
消
防
署
、
各
分

署
に
あ
り
ま
す
。

▼�

準
備
講
習
会

期
日
＝
５
月
25
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
４

階
第
１
会
議
研
修
室

対
象
＝
乙
種
第
４
類
受
験
者

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
万
２
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
17
日
（
月
）
か

ら
５
月
１
日
（
月
）
午
後
５
時
15

分
ま
で
に
、
申
込
書
と
費
用
を
添

え
て
、
直
接
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
47
１
７
０
３
）
へ
。

小
倉
ク
ラ
ッ
チ
・
ス
タ
ジ
ア
ム

（
桐
生
球
場
）
の
広
告
募
集

　
掲
出
場
所
、
広
告
サ
イ
ズ
、
年

間
掲
載
料
、
区
画
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
外
野
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
＝
縦
１
・

５
メ
ー
ト
ル
×
横
10
メ
ー
ト
ル
／

25
万
円
／
１
区
画

②
外
野
観
客
席
フ
ェ
ン
ス
＝
縦
１

メ
ー
ト
ル
×
横
２
・
８
メ
ー
ト
ル

／
５
万
円
／
26
区
画

③
内
野
観
客
席
フ
ェ
ン
ス
＝
縦
１

メ
ー
ト
ル
×
横
２
・
８
メ
ー
ト
ル

／
５
万
円
／
23
区
画

掲
出
期
間
＝
令
和
６
年
３
月
31
日

（
日
）
ま
で

申
し
込
み
＝
申
込
書
と
必
要
書
類

を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課
（
市
役
所
７
階
、

〒
３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役

所
、
☎
内
線
６
５
８
）
へ
。
募
集

要
項
と
申
込
用
紙
は
、
同
課
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
設
置
補
助
金
・
貸
付
金

　
浄
化
槽
の
新
設
ま
た
は
転
換
を

希
望
す
る
人
に
、
補
助
金
の
交
付

と
設
置
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
浄
化
槽
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

下
水
道
課
（
☎
内
線
７
５
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
令
和
5
年
度
か
ら
、

転
換
時
の
配
管
工
事
費
が
補
助
対

象
と
な
り
ま
す
（
上
限
30
万
円
）
。

募
集
件
数=

新
設
16
・
転
換
10
件

程
度
（
予
算
の
範
囲
内
、
先
着
順
）

貸
付
金
限
度
額
＝
50
万
円
以
内

（
無
利
子
）

申
込
期
限
＝
12
月
15
日
（
金
）

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
４
月
19
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

教
育
委
員
会
総
務
課
（
市
役
所
４

階
、
☎
内
線
６
５
４
）
で
受
け
付

け場
所
＝
特
別
会
議
室
（
市
役
所
３
階
）

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

市
民
文
化
会
館
友
の
会

「
る
う
ふ
倶
楽
部
」
会
員
募
集

　
チ
ケ
ッ
ト
の
割
引
や
先
行
予
約
、

会
員
限
定
イ
ベ
ン
ト
招
待
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費
＝
個
人
２
０
０
０
円
、
ペ

ア
３
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
年
会
費
を
添
え
て
、

直
接
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
１
階
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
☎
22
９
９
９
９
）
へ
。

危
険
な
塀
の
撤
去
補
助
金

　
地
震
な
ど
で
倒
壊
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

を
促
進
す
る
た
め
、
撤
去
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
塀

①
ひ
び
割
れ
、
破
損
お
よ
び
傾
斜

し
て
い
る
、
ま
た
は
建
築
基
準
法

に
適
合
し
て
い
な
い
／
②
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、
石
造
、
れ

ん
が
造
な
ど
／
③
避
難
路
に
面
し

て
長
さ
が
３
メ
ー
ト
ル
以
上
、
高

さ
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
※
避
難
路

に
つ
い
て
は
各
種
条
件
あ
り

対
象
者
＝
塀
の
所
有
者
な
ど
で
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

補
助
額
＝
対
象
工
事
費
の
３
分
の

２
（
上
限
８
万
円
）
※
塀
の
長
さ

１
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
上
限
１
万
円

募
集
件
数
＝
５
件
程
度
（
予
算
の
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広
告

範
囲
内
、
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
４
月
20
日
（
木
）
か

ら
11
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、
申

請
書
と
必
要
書
類
を
、
直
接
建
築

指
導
課
（
市
役
所
４
階
、
☎
内
線

６
７
９
）
へ
。
申
請
用
紙
は
同
課

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

防
災
情
報
の
定
期
試
験
配
信

　
桐
生
市
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
に
関
係
す
る
機
器
の
運
用
管
理

の
た
め
、
定
期
試
験
配
信
を
実
施

し
ま
す
。
防
災
ア
プ
リ
、
桐
生
ふ

れ
あ
い
メ
ー
ル
（
防
災
情
報
）
、

防
災
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、
戸
別
受
信

機
）
な
ど
に
配
信
さ
れ
ま
す
。

▼
令
和
５
年
度
の
定
期
試
験
日
時

期
日
＝
原
則
、
毎
月
第
２
金
曜
日

※
９
月
と
３
月
は
、
第
２
日
曜
日

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
・
危
機
管
理

課
（
☎
内
線
４
１
５
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

　
国
が
行
う
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第

2
弾
の
申
込
期
限
が
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

申
込
期
限
＝
５
月
31
日
（
水
）

対
象
＝
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
、
ま
た
は

2
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た
人

ポ
イ
ン
ト
の
種
類

①
チ
ャ
ー
ジ
や
買
い
物
で
、
利
用

金
額
の
25
パ
ー
セ
ン
ト
（
最
大
５

０
０
０
円
分
）
②
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
申
し
込
み
で
７
５
０

０
円
分
／
③
公
金
受
け
取
り
口
座

を
登
録
す
る
と
７
５
０
０
円
分

手
続
き
＝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ま

た
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続
き
ス

ポ
ッ
ト
（
市
役
所
２
階
特
設
ブ
ー

ス
な
ど
）
で
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
時
に
設
定
し
た
数
字

4
桁
の
暗
証
番
号
、
決
済
サ
ー
ビ

ス
Ｉ
Ｄ
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
）

※
③
の
手
続
き
を
す
る
人
は
、
預

貯
金
通
帳
な
ど
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２

０
‐
９
５
‐
０
１
７
８
）

月
に
一
度
は
漏
水
の
確
認
を

　
全
て
の
給
水
栓
を
閉
め
て
も
量

水
器
の
中
で
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
し

て
い
ま
す
。
漏
水
を
確
認
し
た
と

き
は
、
水
道
局
指
定
の
水
道
工
事

店
に
至
急
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
漏
水
に
よ
る
水
道

料
金
と
下
水
道
使
用
料
は
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
水
道
局
総
務
課

（
☎
内
線
３
２
５
）

き
れ
い
に
し
よ
う
よ
桐
生
事
業

　
道
路
や
水
路
の
清
掃
、
除
草
活

動
を
行
う
、
５
人
以
上
の
市
内
団

体
を
支
援
し
ま
す
。
※
ほ
か
の
支

援
を
受
け
て
い
る
団
体
を
除
く

申
し
込
み
＝
４
月
７
日
（
金
）
か

ら
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
直
接
土

木
課
（
市
役
所
４
階
、
☎
内
線
５

９
６
・
５
９
７
）
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
地
域
振
興
整
備
課
へ
。

森
林
公
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
利
平
茶
屋
森
林
公
園
と
花
見
ヶ

原
森
林
公
園
は
、
4
月
1
日
（
土
）

か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
と

な
り
ま
す
。
開
園
は
、
4
月
29
日

（
祝
）
か
ら
の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
利
平
茶
屋
森
林
公

園
（
☎
96
２
５
８
８
）
、
花
見
ヶ

原
森
林
公
園
（
☎
96
３
１
３
１
）

環
境
都
市
推
進
補
助
金

　
各
補
助
金
に
は
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
環
境
課
（
☎
内

線
４
５
４
・
５
７
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
５
月
１
日
（
月
）
か

ら
、
申
請
書
を
直
接
ま
た
は
郵
送

で
環
境
課
（
市
役
所
２
階
、
〒
３

７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）

へ
。
申
請
用
紙
は
、
同
課
、
新
里
・

黒
保
根
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
。

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
（
蓄
電
池
）

対
象
＝
４
月
１
日
以
降
に
個
人
住

宅
に
蓄
電
池
設
備
を
設
置
し
た
人

補
助
額
＝
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

あ
た
り
１
万
円
（
上
限
５
万
円
）

▼
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

対
象
＝
運
転
免
許
を
有
す
る
人
ま

た
は
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た

人
（
返
納
後
60
日
以
内
）
で
、
４

月
１
日
以
降
に
市
内
の
販
売
店
で

購
入
し
た
人

補
助
額
＝
購
入
金
額
の
４
分
の
１

（
上
限
１
万
５
０
０
０
円
）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

市政功労者を表彰市政功労者を表彰

　３月１日（水）、各分野で市政伸展　３月１日（水）、各分野で市政伸展
に貢献いただいた９人を表彰しましに貢献いただいた９人を表彰しまし
た。受賞者は次のとおりです（敬称略）。た。受賞者は次のとおりです（敬称略）。
自治功労（２人）自治功労（２人）…高澤凖次、白田佳…高澤凖次、白田佳
充／充／保健福祉功労（２人）保健福祉功労（２人）…内田賀子、…内田賀子、
齊藤陽子／齊藤陽子／教育文化功労（２人）教育文化功労（２人）…大…大
澤直也、宮﨑重雄／澤直也、宮﨑重雄／消防功労（３人）消防功労（３人）
…水澤亨司、吉田和義、星野肇…水澤亨司、吉田和義、星野肇
問い合わせ問い合わせ＝秘書室（☎内線 512）＝秘書室（☎内線 512）

15 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド
桐
生
市
合
同
企
業
説
明
会

期
日
＝
４
月
27
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
４

階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

対
象
＝
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

を
令
和
６
年
３
月
卒
業
予
定
の
学

生
と
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
商
工
会
議
所

（
☎
45
１
２
０
１
）
、
商
工
振
興

課
（
☎
内
線
５
６
５
）

国
民
年
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
の
利
用
を

　
在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険

料
を
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
初
め
て
の
手
続
き
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
請
、
ま
た
は
市
民
課
（
市
役

所
１
階
）
、
新
里
・
黒
保
根
支
所

市
民
生
活
課
で
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
。
同
世
帯
以

外
の
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

委
任
状
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
も
必
要
で
す
。

　
す
で
に
承
認
済
み
の
人
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
は

が
き
で
令
和
５
年
度
の
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

▼
退
職
時
に
は
手
続
き
を

　
厚
生
年
金
加
入
者
が
60
歳
未
満

で
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金

加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と

き
、
離
婚
し
た
と
き
、
配
偶
者
が

65
歳
に
到
達
し
た
と
き
も
、
第
３

号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
＝
直
接
、
市
民
課
（
市
役

所
１
階
）
、
新
里
・
黒
保
根
支
所

市
民
生
活
課
、
境
野
・
広
沢
・
梅

田
・
相
生
・
川
内
・
菱
公
民
館
へ
。

※
加
入
手
続
き
に
は
、
事
業
所
発

行
の
社
会
保
険
離
脱
証
明
書
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
年
金
事
務
所

（
☎
44
２
３
１
１
）
、
市
民
課

（
☎
内
線
２
７
３
）

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対
象
＝
65
歳
未
満
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
が

「
特
定
受
給
資
格
者
（
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

32
）
」
ま
た
は
「
特
定
理
由
離
職

者
（
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
23
、
33
、

34
）
」
に
該
当
す
る
人

軽
減
期
間
＝
失
業
時
～
翌
年
度
末

手
続
き
＝
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
印
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
、

直
接
医
療
保
険
課
（
市
役
所
１
階
、

☎
内
線
２
７
４
）
へ
。

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

期
日
＝
４
月
27
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

３
９
８
）

発
達
障
害
啓
発
週
間

　
４
月
２
日
か
ら
８
日
は
「
発
達

障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。
自
閉
症

を
含
む
発
達
障
が
い
へ
の
理
解
と

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

（
☎
内
線
２
６
６
）

高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
見

守
る
た
め
の
機
器
購
入
に
関
す
る

費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。
機
器

購
入
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
人

①
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し

②
対
象
機
器
を
新
た
に
購
入
す
る

対
象
機
器
＝
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ

な
ど
の
見
守
り
機
器
、
ま
た
は
通

信
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
高
齢
者

の
安
否
情
報
を
家
族
な
ど
に
知
ら

せ
る
も
の

※
例
1
…
人
感
セ
ン
サ
ー
で
一
定

時
間
反
応
が
な
い
場
合
に
、
家
族

な
ど
に
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
も
の

※
例
2
…
室
内
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
映
像
を
家
族
な
ど
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
確
認
す
る
も
の

補
助
額
＝
初
期
費
用
（
機
器
設
置

費
と
初
月
利
用
料
な
ど
）
の
2
分

の
1
（
上
限
1
万
円
）

※
初
期
費
用
以
外
の
利
用
料
金
な

ど
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
申
請
書
を
直
接
健
康

長
寿
課
（
市
役
所
１
階
、
☎
内
線

５
８
８
）
、
新
里
・
黒
保
根
支
所

市
民
生
活
課
へ
。

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与

　
元
気
な
高
齢
者
の
介
護
予
防
、

地
域
貢
献
、
社
会
参
加
を
応
援
す

る
た
め
、
高
齢
者
が
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
、
換
金
可
能

な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
対
象
と
な
る

活
動
を
拡
充
し
ま
し
た
。

広
告

鯉のぼりの掲揚鯉のぼりの掲揚

　４月 13 日（木）に、広　４月 13 日（木）に、広
沢保育園の園児が作った鯉沢保育園の園児が作った鯉
のぼりを、美喜仁桐生文化のぼりを、美喜仁桐生文化
会館前に掲揚します。会館前に掲揚します。
掲揚期間掲揚期間＝４月 13日（木）＝４月 13日（木）
～５月 11日（木）～５月 11日（木）
問い合わせ問い合わせ＝子育て相談課＝子育て相談課
（☎ 43‐ 2000）（☎ 43‐ 2000）
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①
高
齢
者
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

…
介
護
保
険
施
設
な
ど
で
行
う
介

護
支
援

②
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
…

地
域
で
の
通
い
の
場
の
運
営
（
月

１
回
以
上
）
、
介
護
予
防
教
室
の

運
営
補
助
、
長
寿
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
行
う
介
護
予
防
体
操
の
普
及

③
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
活

動
…
介
護
予
防
教
室
の
運
営
補
助

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

内
線
５
８
８
）
、
桐
生
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
46
４
１
６
５
）

交
通
事
故
防
止
運
動

　
新
入
学
時
期
の
交
通
事
故
防
止

運
動
を
、
4
月
6
日
（
木
）
か
ら

15
日
（
土
）
ま
で
実
施
し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
と
び
だ
さ
な
い

　
い
っ
た
ん
と
ま
っ
て
　
み
ぎ
ひ

だ
り
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
課

（
☎
内
線
４
６
５
）

遊
園
地
の
優
待
券
を
配
布

　
「
家
庭
の
日
」
に
ち
な
み
、
ア

ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊
園
地
の
優

待
券
を
配
布
し
ま
す
。
た
だ
し
、

「
カ
ー
ド
迷
路
ぐ
る
り
森
大
冒
険
」

に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
２
歳
以

上
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

期
間
＝
４
月
～
令
和
６
年
３
月

配
布
場
所
＝
幼
稚
園
、
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
義
務

教
育
学
校
※
未
就
園
児
は
青
年
の

家
（
新
里
・
黒
保
根
地
区
は
両
公

民
館
）
で
配
布

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課
（
☎
47

２
１
８
４
）

介
護
予
防
教
室
の

受
託
事
業
者
を
募
集

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

介
護
予
防
普
及
啓
発
の
教
室
を
実

施
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

委
託
内
容
＝
市
内
の
日
常
生
活
圏

域
ご
と
に
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
※
詳
し
く
は
、
募
集
要

項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
＝
６
月
か
ら
令
和
６
年

３
月
ま
で
（
１
コ
ー
ス
５
日
間
）

対
象
＝
介
護
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
運
動
指
導
が
で
き
る
従
事

者
が
い
る
事
業
所
や
団
体
な
ど

募
集
数
＝
市
内
の
日
常
生
活
圏
域

ご
と
に
１
か
所
で
、
１
事
業
者
１

教
室

申
し
込
み
＝
４
月
25
日
（
火
）
ま

で
に
、
申
請
書
類
を
直
接
健
康
長

寿
課
（
市
役
所
１
階
、
☎
内
線
５

８
８
）
へ
。
募
集
要
項
な
ど
は
同

課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。

高
齢
者
施
策
推
進
協
議
会

委
員
募
集

任
期
＝
委
嘱
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
（
火
）
ま
で

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
高
齢
者

施
策
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
年
５
回
程
度
の
会
議
に
出

席
で
き
る
人

募
集
人
数
＝
２
人
（
選
考
あ
り
）

申
し
込
み
＝
４
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
、
応
募
書
を
直
接
ま
た
は
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
健
康
長
寿

課
（
市
役
所
１
階
、
〒
３
７
６
‐

８
５
０
１
桐
生
市
役
所
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
45
２
９
４
０
、kenkoc

hoju@
city.kiryu.lg.jp

）
へ
。

応
募
用
紙
は
同
課
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

内
線
５
５
６
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　
業
務
は
、
図
書
館
と
公
民
館
の

本
の
蔵
書
点
検
と
整
理
で
す
。

期
間
＝
6
月
13
日
（
火
）
～
16
日

（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
図
書
館
、
各
公
民
館

時
給
＝
９
２
２
円

対
象
＝
18
歳
以
上
で
４
日
間
勤
務

で
き
る
人

募
集
人
数
＝
８
人
（
選
考
あ
り
）

申
し
込
み
＝
４
月
７
日
（
金
）
か

ら
22
日
（
土
）
ま
で
に
、
直
接
図

書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）
へ
。
申

込
用
紙
は
同
館
に
あ
り
ま
す
。

年
少
指
導
者
養
成
研
修
会

期
日
・
時
間
＝
４
月
22
日
（
土
）

午
後
１
時
～
23
日
（
日
）
正
午

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学

す
る
高
校
１
・
２
年
生

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
２
２
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
18
日
（
火
）
ま

で
に
、
申
込
書
を
、
直
接
青
年
の

家
（
☎
47
２
１
８
６
）
へ
。
詳
し

く
は
、
桐
生
市
子
ど
も
会
育
成
団

体
連
絡
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

講
座

　子どもへの身体的虐待、心理的虐待、
育児放棄、性的虐待など、虐待かもと
思ったら児童相談所全国共通ダイヤル
（☎ 189）または子育て相談課（☎ 43
‐2000）に通告、相談をしてください。

虐待かも…と思ったら

☎１８９（いち・はや・く）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

広
告

17 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド
は
じ
め
て
の
親
子
キ
ャ
ン
プ

教
室

期
日
・
時
間
＝
5
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
～
14
日
（
日
）
正
午

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
親
子
10
組
（
先
着
順
）

費
用
＝
高
校
生
以
上
２
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
０
円
、
未
就

学
児
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
4
月
22
日
（
土
）
か

ら
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
電
話
（
日
・
月
曜
日
を
除
く
）

で
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
32
２
６
４
４
）
へ
。

自
然
観
察
の
森
行
事

申
し
込
み
＝
４
月
7
日
（
金
）
か

ら
電
話
で
自
然
観
察
の
森
（
☎
65

６
９
０
１
）
へ
。
※
毎
週
火
曜
日

と
４
月
28
日
（
金
）
を
除
く

▼
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

期
日
＝
4
月
23
日
（
日
）
、
5
月

７
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
６
時
～
7
時
30
分

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車
場

募
集
人
数
＝
各
日
30
人
（
先
着
順
）

▼
水
生
昆
虫
の
調
べ
方
講
座

期
日
＝
４
月
23
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
3
時

集
合
場
所
＝
東
公
民
館

対
象
＝
中
学
生
以
上

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

▼�

み
ん
な
で
春
の
森
を
歩
こ
う

※
申
し
込
み
不
要

期
間
＝
5
月
３
日
（
祝
）
～
５
日

（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森

▼
森
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

　
自
然
観
察
の
森
か
ら
経
塚
山
ま

で
往
復
し
ま
す
。

期
日
＝
5
月
14
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森

対
象
＝
小
学
生
以
上
※
小
学
生
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

市
民
体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

対
象
＝
18
歳
以
上
の
人
※
高
校
生

を
除
く

申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
で

桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
市

民
体
育
館
、
☎
52
２
３
６
２
）
へ
。

▼
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

期
日
＝
４
月
５
日
か
ら
６
月
28
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
※
５
月
３
日

（
祝
）
を
除
く

時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

募
集
人
数
＝
15
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
６
０
０
０
円

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

期
日
＝
４
月
６
日
か
ら
９
月
28
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
※
５
月
４
日
、

６
月
29
日
、
８
月
31
日
を
除
く

時
間
＝
午
後
７
時
15
分
～
８
時

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

募
集
人
数
＝
１
日
15
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
日
５
０
０
円

▼�

初
心
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

教
室

期
日
＝
５
月
11
日
か
ら
６
月
８
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
＝
森
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
桐

生
ス
タ
ジ
ア
ム
（
陸
上
競
技
場
）

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
込
開
始
日
＝
４
月
13
日
（
木
）

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

申
し
込
み
＝
電
話
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
で
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
☎
54
２
１
０
１
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼�

就
職
・
再
就
職
必
須
シ
リ
ー
ズ

講
座
（
就
職
支
援
付
き
）

　
日
時
、
募
集
人
数
、
費
用
は
、

選
択
す
る
講
座
で
異
な
り
ま
す
。

期
間
＝
５
月
19
日
（
金
）
～
令
和

６
年
３
月
１
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時
30
分
、

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

募
集
人
数
＝
16
～
20
人
（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
各
講
座
２
１
０
０
円
～
２

万
６
８
０
円

申
込
締
切
＝
４
月
27
日
（
木
）

▼�

パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
サ

ポ
ー
ト
（
テ
キ
ス
ト
学
習
）

募
集
人
数
＝
各
16
人
（
抽
せ
ん
）

①
昼
間
コ
ー
ス

期
日
＝
５
月
15
日
か
ら
６
月
30
日

ま
で
の
毎
週
月
・
金
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

費
用
＝
９
０
２
０
円
～
９
９
０
０
円

申
込
締
切
＝
４
月
25
日
（
火
）

②
夜
間
コ
ー
ス

期
日
＝
５
月
11
日
か
ら
７
月
13
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

広
告

鳴神山観察会鳴神山観察会

　鳴神山で登山をしながら、春の花を　鳴神山で登山をしながら、春の花を
楽しみます。楽しみます。
期日期日＝ 5月 13日（土）＝ 5月 13日（土）
時間時間＝午前 9時～午後 4時＝午前 9時～午後 4時
集合場所集合場所＝自然観察の森駐車場＝自然観察の森駐車場
対象対象＝小学校 4年生以上※小学生は＝小学校 4年生以上※小学生は
保護者の同伴が必要保護者の同伴が必要
募集人数募集人数＝ 20人（先着順）＝ 20人（先着順）
申し込み申し込み＝ 4月 7 日（金）から電話＝ 4月 7 日（金）から電話
で自然観察の森（☎ 65‐ 6901）へ。で自然観察の森（☎ 65‐ 6901）へ。
※毎週火曜日と４月28日（金）を除く※毎週火曜日と４月28日（金）を除く
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時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

費
用
＝
８
８
０
０
円
～
８
９
１
０
円

申
込
締
切
＝
４
月
21
日
（
金
）

▼
ワ
ー
ド
講
座

期
日
＝
５
月
19
日
か
ら
７
月
21
日

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
＝
簡
単
な
文
字
入
力
や
マ
ウ

ス
操
作
の
出
来
る
人

募
集
人
数
＝
20
人
（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
１
万
３
２
０
０
円

申
込
締
切
＝
４
月
27
日
（
木
）

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
4
月
23
日
（
日
）
か
ら
5
月
12

日
（
金
）
ま
で
は
「
こ
ど
も
の
読

書
週
間
」
で
す
。

　
図
書
館
で
は
次
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
館
内
に
子
ど
も
向
け
の
音

楽
を
流
す
時
間
を
設
け
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

▼
ブ
ッ
ク
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

期
日
＝
4
月
22
日
（
土
）
・
23
日

（
日
）

場
所
＝
図
書
館

▼
本
の
福
袋
貸
し
出
し

期
間
＝
4
月
22
日
（
土
）
か
ら
※

数
量
限
定
、
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所
＝
図
書
館
、
新
里
図
書
館

対
象
＝
小
学
生
ま
で

▼
Ｂブ

ッ

ク

Ｏ
Ｏ
Ｋ
ピ
ク
ニ
ッ
ク

期
日
＝
4
月
22
日
（
土
）
※
数
量

限
定
、
な
く
な
り
次
第
終
了

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら

場
所
＝
新
川
公
園
※
午
前
11
時
30

分
以
降
は
図
書
館

対
象
＝
小
学
生
ま
で
の
親
子

▼�

あ
お
ぞ
ら
お
は
な
し
会
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

期
日
＝
5
月
３
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所
＝
新
川
公
園
※
雨
天
時
は
中

央
公
民
館
４
０
３
研
修
室

遊
園
地
の
イ
ベ
ン
ト

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
ケ

ア
桐
生
が
岡
遊
園
地
（
☎
22
７
５

８
０
）
※
全
て
雨
天
中
止

▼�

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

期
日
＝
4
月
8
日
（
土
）

時
間
＝
①
正
午
か
ら
②
午
後
2
時

か
ら

出
演
＝
歌
と
ピ
ア
ノ
の
ユ
ニ
ッ
ト

「
心
音
‐k

コ

コ

ネ

okone

‐
」

▼
大
道
芸
人
た
け
ち
ゃ
ん

期
日
＝
4
月
9
日
（
日
）
・
16
日

（
日
）
・
23
日
（
日
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後

0
時
30
分
か
ら
③
午
後
2
時
か
ら

内
容
＝
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど

▼
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

期
日
＝
4
月
15
日
（
土
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後

2
時
か
ら

出
演
＝
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
千
紫
万

紅
」
・
「
Ｅ
‐
Ｂボ
ッ
ク
ス

Ｏ
Ｘ
」

▼
ヨ
ー
ヨ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

期
日
＝
4
月
22
日
（
土
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後

0
時
30
分
か
ら
③
午
後
2
時
か
ら

内
容
＝
ヨ
ー
ヨ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

Ｙヤ

マ

ト

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
の
大
道
芸

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
４
月
８
日
（
土
）
・
９
日

（
日
）
・
22
日
（
土
）
・
23
日
（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

募
集
人
数
＝
各
日
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館
（
☎
47
４
３

４
１
）
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布

▼
こ
ど
も
の
日
特
別
投
影

期
日
＝
5
月
5
日
（
祝
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
～
10
時
40
分

②
午
後
2
時
～
2
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

募
集
人
数
＝
各
回
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
4
月
12
日
（
水
）
か

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
図
書
館

（
☎
47
４
３
４
１
）
へ
。

図
書
館
の
お
は
な
し
会

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

▼�

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
　
あ
お
ぞ
ら

お
は
な
し
会

　
芝
生
の
上
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分

の
お
は
な
し
会
で
す
。

期
日
＝
４
月
８
日
（
土
）
・
20
日

（
木
）
・
22
日
（
土
）

時
間
＝
土
曜
日
は
午
前
11
時
か
ら

30
分
程
度
。
木
曜
日
は
午
前
10
時

30
分
か
ら
30
分
程
度
。

場
所
＝
新
川
公
園
芝
生
広
場
※
雨

天
時
は
、
中
央
公
民
館
和
室

▼�

え
ほ
ん
は
と
も
だ
ち
　
図
書
館

お
は
な
し
会

　
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
４
月
８
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

場
所
＝
新
里
図
書
館
お
話
の
部
屋

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
４
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

広
告

子ども医療電話相談

　休日や夜間（翌朝８時まで）
に子どもが急に具合が悪く
なったとき、相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

19 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
４
月
15
日
（
土
）
、
５
月

６
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
一
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

第
85
回
植
木
市
・
緑
化
関
連

教
室

期
日
・
内
容

①
５
月
27
日
（
土
）
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
教
室

②
５
月
28
日
（
日
）
盆
栽
教
室

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら

場
所
＝
市
役
所
構
内
駐
車
場

費
用
＝
各
１
０
０
０
円

募
集
人
数
＝
各
日
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
４
月
10
日
（
月
）
か

ら
電
話
で
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線

７
６
５
）
へ
。

Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
悩
み
を
共
有
し
、
解
決
方
法
を

見
つ
け
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

期
日
＝
5
月
15
日
か
ら
6
月
19
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
※
全
日
程
の

参
加
が
原
則
で
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

子
育
て

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広
町
）

対
象
＝
0
歳
～
3
歳
児
の
母
親

募
集
人
数
＝
8
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課
（
☎
43
２
０
０
９
）
へ
。

発
達
相
談
会

　
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
発
達

に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

心
理
士
の
相
談
期
日
＝
５
月
１

日
（
月
）
・
８
日
（
月
）
・
15
日

（
月
）
・
22
日
（
月
）
・
26
日

（
金
）
・
27
日
（
土
）
・
29
日
（
月
）

作
業
療
法
士
の
相
談
期
日
＝
５
月

15
日
（
月
）
・
26
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

マ
マ
＆
パ
パ
教
室

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
７
月
と
８
月
に
出
産
予
定

の
妊
婦
と
夫

募
集
人
数
＝
12
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
各
回
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
電
話
で
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
９
）
へ
。

▼
第
１
回

期
日
＝
５
月
９
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
1
時
15
分
～
5
時

内
容
＝
歯
科
衛
生
士
と
栄
養
士
の

講
話
、
助
産
師
の
講
話
、
希
望
者

へ
の
助
産
師
相
談

▼
第
２
回

期
日
＝
５
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
9
時
～
正
午

内
容
＝
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体
験
、

産
前
産
後
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
な
ど 

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
５
月
11
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

交
通
遺
児
手
当
・
奨
学
助
成
金

　
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
令

和
５
年
度
分
は
、
５
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
０
）

▼
交
通
遺
児
手
当

対
象
＝
交
通
事
故
に
よ
り
、
父
ま

た
は
母
が
死
亡
あ
る
い
は
一
定
の

障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
、
18
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

期
間
＝
児
童
が
18
歳
到
達
年
度

（
心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）
ま
で

支
給
額
＝
児
童
一
人
に
つ
き
月
額

３
０
０
０
円

▼
奨
学
助
成
金

対
象
＝
交
通
遺
児
で
、
義
務
教
育

修
了
後
に
就
学
す
る
人

助
成
額
＝
年
額
４
～
８
万
円

こ
ど
も
の
日
特
別
開
場

　
桐
生
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
キ
ノ
ピ
ー
ラ
ン
ド
は
、
「
こ
ど

も
の
日
」
は
開
場
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
5
月
5
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

▼
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
配
布

期
日
＝
４
月
12
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
０
３
研
修
室

対
象
＝
1
歳
未
満
、
ま
た
は
令
和

４
年
度
の
対
象
者
で
ま
だ
絵
本
を

引
き
換
え
て
い
な
い
人

持
ち
物
＝
桐
生
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
引
換
券
と
母
子
健
康
手
帳

▼
絵
本
の
配
布
の
み

期
間
＝
火
曜
日
～
土
曜
日
※
祝
日

を
除
く

時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
図
書
館
、
新
里
図
書
館

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
手
当
額

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
47
１
１
５
０
）

▼
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）�

　
４
月
分
（
５
月
定
期
支
給
）
か

ら
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
子
＝
全
部
支
給
…
４
万
４
１

４
０
円
／
一
部
支
給
…
４
万
４
１

３
０
円
～
１
万
４
１
０
円

第
２
子
加
算
＝
全
部
支
給
…
１
万

４
２
０
円
／
一
部
支
給
…
１
万
４

１
０
円
～
５
２
１
０
円

第
３
子
以
降
加
算
＝
全
部
支
給
…

６
２
５
０
円
／
一
部
支
給
…
６
２

４
０
円
～
３
１
３
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）

　
４
月
分
（
８
月
定
期
支
給
）
か

子どもすこやか子どもすこやか
ホットラインホットライン

　子どもと子育て中の保護者からの相
談に応じます（土・日曜日も対応）。
時間＝月～金曜日…午前８時 30 分～
午後５時 15 分／土・日曜日…午前
10 時～午後４時※祝日、年末年始を
除く
相談・問い合わせ＝直接または電話
で、子育て相談課（保健福祉会館、☎
0120‐10‐7867、
☎43‐2000、ファ
クシミリ47‐1151、
kosodatesodan@
city.kiryu.lg.jp）へ。 キノピー

広報きりゅう令和５年４月号 20



ら
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
級
＝
５
万
３
７
０
０
円
／
２
級

＝
３
万
５
７
６
０
円

市
民
体
力
測
定

期
日
＝
５
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
８
時
50
分
～
正
午

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
市
民
体
育
館
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・

通
学
す
る
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
60
人
（
先
着
順
）

内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
「
新

体
力
テ
ス
ト
」

申
し
込
み
＝
４
月
17
日
（
月
）
か

ら
５
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
、
電

話
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

健
康

（
☎
内
線
６
５
９
）
へ
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
助
成

　
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
者
が

骨
髄
ま
た
は
末
梢し
ょ
う血
幹
細
胞
を
提

供
し
た
場
合
に
、
診
療
日
数
な
ど

に
応
じ
、
日
額
２
万
円
（
最
大
７

日
分
）
を
助
成
し
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
あ
る
事
業

所
の
従
業
員
は
助
成
の
対
象
外
に

な
る
な
ど
の
条
件
や
、
手
続
き
に

は
必
要
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医
療
感
染
症

対
策
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
し
た
人
は
対
象
外
で
す
。

期
間
＝
令
和
６
年
３
月
31
日
（
日
）

ま
で

申
し
込
み
＝
電
話
で
希
望
す
る
保

険
医
療
機
関
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

内
線
２
７
６
）

▼
定
期
接
種

対
象
＝
令
和
５
年
度
中
に
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90

歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
に
な
る
人
、

ま
た
は
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

疾
患
・
免
疫
不
全
の
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
を
持
つ
人
※
対
象
者
に

は
、
４
月
に
予
診
票
を
郵
送

費
用
＝
２
０
０
０
円
※
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
申
し
出
に
よ
り
無
料

接
種
場
所
＝
桐
生
市
医
師
会
に
登

録
し
た
接
種
医
の
い
る
協
力
保
険

医
療
機
関
と
、
群
馬
県
内
相
互
乗

り
入
れ
予
防
接
種
に
協
力
す
る
保

険
医
療
機
関

▼
任
意
接
種

対
象
＝
接
種
日
に
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
満
65
歳
以
上
で
定

期
接
種
対
象
外
の
人

費
用
＝
接
種
費
用
か
ら
２
０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
額

接
種
場
所
＝
桐
生
市
医
師
会
に
登

録
し
た
接
種
医
の
い
る
協
力
保
険

医
療
機
関

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹
予
防
接
種

費
用
を
一
部
助
成

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
接
種
予
約
を

す
る
前
に
、
市
へ
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

対
象
＝
申
請
日
に
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
満
50
歳
以
上
の
人

使
用
ワ
ク
チ
ン
・
助
成
額
＝
ビ
ケ

ン
４
０
０
０
円
、
シ
ン
グ
リ
ッ
ク

ス
1
回
あ
た
り
１
万
円

申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
郵
送
、

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
健
康
長
寿
課
（
市
役
所
１
階
、

〒
３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役

所
、
☎
内
線
２
７
６
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
45
２
９
４
０
、kenkocho

ju2@
city.kiryu.lg.jp

）
へ
。

申
請
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
完
了
後
、

桐
生
市
医
師
会
に
登
録
し
た
接
種

医
の
い
る
協
力
保
険
医
療
機
関
へ

接
種
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
県
営
住
宅
団
地
定
期
募
集

対
象
＝
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
※

収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
５
８
１
１
）

●
大
川
美
術
館
企
画
展

生
誕
１
３
０
年
記
念
『
曾
宮
一
念

展
‐
空
に
け
や
き
を
ゆ
す
る
風
』

期
間
＝
4
月
18
日
（
火
）
～
6
月

11
日
（
日
）
※
月
曜
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
※

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

費
用
＝
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
６
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
０
０
円
※
各
種
割
引
あ
り

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館
（
☎

46
３
３
０
０
）

●
年
次
有
給
休
暇
の
促
進

　
新
し
い
働
き
方
・
休
み
方
を
実

践
す
る
た
め
に
は
、
年
次
有
給
休

暇
の
計
画
的
付
与
制
度
や
、
時
間

単
位
の
年
次
有
給
休
暇
制
度
の
導

入
が
効
果
的
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
９
）

●
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
in
桐
生

　
（
大
学
連
携
事
業
）

　
群
馬
大
学
の
松
原
雅
昭
さ
ん
に

よ
る
『
映
画
・
テ
レ
ビ
に
ま
つ
わ

る
「
破
壊
」
』
と
い
う
お
話
で
す
。

期
日
＝
４
月
８
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア

ン
カ
ー
（
☎
０
８
０
‐

１
１
５
２
‐
0
０
８
３
）

ま
た
は
専
用
申
込
フ
ォ

ー
ム
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
、

企
画
課
（
☎
内
線
５
７
７
）

●�

群
馬
県
「
抽
選
で
1
万
円
分
も

ら
え
る
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！
」

対
象
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局
（
☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐

８
１
０
１
）

イ
ン

人口と世帯（２月 28日現在）

人口 104,304人 （ －126人）

男 50,335人 （   －65人）

女 53,969人 （   －61人）

世帯 49,350世帯 （ ＋４世帯）

（ ）内は前月比

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

　４月・５月は、市税の滞納整理を強化

します。令和４年度までの市税に未納が

ある人は、早急に納付してください。

　納付が困難な事情がある場合は、納税

課（☎内線237～240）へご相談ください。

納税課からのお知らせ

21 桐生市役所（☎0277 ‐ 46 ‐ 1111）



くらしの便利ガイド

乳 幼 児 の 健 康 診 査 な ど
行事 期日 対象 場所

３か月児健康診査 ５/10（水）令和５年１月１日～２月７日生まれ

保健福祉会館
（末広町）

10か月児健康診査 ５/17（水）令和４年７月１日～８月５日生まれ

１歳６か月児健康診査 ５/24（水）令和３年９月26日～10月23日生まれ

２歳児歯科健康診査 ５/29（月）令和２年11月８日～12月10日生まれ

３歳児健康診査 ５/19（金）令和元年10月25日～11月19日生まれ

育児相談 ５/26（金）小学校入学前のお子さんと保護者※要予約

すこやか栄養相談 随時 妊婦または子育て中の人

もぐもぐ離乳食 ５/23（火）生後４～５か月のお子さんと保護者※要予約

ステップアップ！離乳食 ５/24（水）生後７～８か月のお子さんと保護者※要予約

３か月児健康診査 ５/18（木）令和５年１月16日～２月15日生まれ 新里町保健
文化センター10か月児健康診査 ５/18（木）令和４年６月27日～７月24日生まれ

各 種 相 談 案 内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談） 月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階）

市民相談室（☎内線355・503）
※電話相談可

無料法律相談
（弁護士による相談）
募集人数は各日６人
（先着順）

４月13日・20日・27日の各木曜日、午前10時
～正午※２週間前の木曜日から電話で要予約
（午前９時～午後４時）

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

人権相談
（人権侵害や差別など
に関する相談）
行政相談
（国などの仕事への要
望・苦情）

【人権相談のみ】４月11日（火）・25日（火）
【行政相談のみ】４月18日（火）、５月２日（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室（市役所２階）

人権相談…地域づくり課
（☎内線317）
行政相談…市民相談情報課
（☎内線472）

５月１日（月）午前９時30分～11時30分 新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

４月20日（木）午前９時～11時 黒保根支所２階
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター（保健福祉会館４階）
（☎40‐1112）

労働相談
（職場に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

ぐんま県民労働相談センター（☎0120‐54‐6010）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談
（働くことに関する相談）

４月19日（水）午前10時～午後４時
※要予約（火～金曜日、第２・４土曜日の
午前10時～午後６時）
※対象は15歳～49歳の人と家族

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステーシ
ョン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

子育て相談
（子育てに関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎0120‐10‐
7867、☎43‐2000、kosoda
tesodan@city.kiryu.lg.jp）土・日曜日（祝日を除く）午前10時～午後４時 保健福祉会館３階

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら） 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日、年末年始は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

　対象者には受付時間を
掲載した通知を送付しま
すので、ご確認ください。
　また、感染状況などに
より、延期・中止する場
合があります。詳しくは、
市ホームページや桐生ふ
れあいメールをご確認く
ださい。
問い合わせ＝子育て相談
課（☎ 43 ‐ 2003、43 ‐
2009）

広報きりゅう令和５年４月号 22



　４・５月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時
期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

４月２日
（日）

児・内科 小児科小川醫院（44 ‐ 6008） 東五丁目

内科 五十嵐内科医院（22 ‐ 7043） 本町二丁目

皮膚科 栗原皮フ科医院（22 ‐ 3234） 本町一丁目

９日
（日）

児・耳鼻咽喉科 おりひめ医院（47 ‐ 1248） 織姫町

内・消化器科 山崎医院（44 ‐ 4925） 新宿一丁目

整形外科 石川整形外科医院（22 ‐ 8611） 天神町三丁目

16 日
（日）

内・小児科 武井内科医院（53 ‐ 6060） 広沢町一丁目

内・形成外科 関内科医院（73 ‐ 2022） みどり市大間々町

内科 日新病院（30 ‐ 3660） 菱町三丁目

23 日
（日）

小児科 ひきた小児科クリニック（44 ‐ 3040）仲町二丁目

内科 大澤医院（52 ‐ 3312） 相生町二丁目

耳鼻咽喉科 大前医院（22 ‐ 3387） 元宿町

29 日
（祝）

内・児・循・消・呼吸器科 星野クリニック（44 ‐ 1125） 小曾根町

内科 下山医院分院（74 ‐ 3320） 新里町新川

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科設楽医院（54 ‐ 1517）相生町二丁目

30 日
（日）

内・小児科 前川内科医院（53 ‐ 4114） 相生町二丁目

内科 石川内科クリニック（47 ‐ 3014）東五丁目

整形外科 岩下病院（22 ‐ 0151） 本町四丁目

５月３日
（祝）

小児科 みらいこどもクリニック（47 ‐ 8200）みどり市笠懸町

内科 大和病院（45 ‐ 1551） 稲荷町

泌・内科 くりた医院（70 ‐ 7800） みどり市笠懸町

４日
（祝）

内・児・神経内科 森田クリニック（54 ‐ 8340） 相生町二丁目

内・消・循環器科 矢部クリニック（45 ‐ 3711） 錦町一丁目

麻・内科 アイダ痛みのクリニック（30 ‐ 7077）みどり市大間々町

５日
（祝）

泌・内・小児科 きたむらクリニック（30 ‐ 7577）みどり市大間々町

内・消化器内科 かぶらぎ内科クリニック（70 ‐ 7575）みどり市笠懸町

神・内科 阿部医院（53 ‐ 5411） 相生町一丁目

７日
（日）

内・小児科 小保方医院（72 ‐ 2505） みどり市大間々町

内・外科 赤南診療所（74 ‐ 8344） 新里町小林

耳鼻咽喉科 さくら耳鼻咽喉科（76 ‐ 1133） みどり市笠懸町

※受診の際は各病医院などに事前に問い合わせください。休日当番医・接骨院
は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎22‐0099（24時間対応）

４・５月  休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。

期日 接骨院（電話番号） 場所

４月２日
（日）

さいとう接骨院（43‐8574）新宿一丁目

ながや接骨院（74‐5938）新里町新川

９日
（日）

ほしの接骨院（76‐7042）みどり市笠懸町

中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目

16 日
（日）

鈴木接骨院（46‐3741） 新宿一丁目

吉田接骨院（52‐0606） 相生町二丁目

23 日
（日）

武藤接骨院（22‐4667） 宮前町一丁目

アース接骨院（51‐4276）みどり市笠懸町

29 日
（祝）

清水接骨院（47‐6386） 広沢町一丁目

なかじま接骨院（73‐6902）みどり市大間々町

30 日
（日）

中島鍼灸接骨院仲町（43‐4117）仲町二丁目

高橋接骨院（52‐0846） 広沢町五丁目

５月３日
（祝）

すわ接骨院（46‐0901） 末広町

赤井接骨院（51‐5626） 広沢町三丁目

４日
（祝）

澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目

深澤接骨院（46‐2929） 境野町二丁目

５日
（祝）

近藤接骨院（72‐1455） みどり市大間々町

福間接骨院（44‐5100） 東七丁目

７日
（日）

藤倉接骨院（43‐5374）境野町六丁目

のざわ接骨院（46‐8915）みどり市笠懸町

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分
　　　※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月 ~土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目 =内科、小児科
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）

市役所・支所業務時間
時間＝午前８時30分～午後５時15分
休業日＝土、日、祝日、年末年始
※�住基・戸籍（一部業務を除く）は、
市役所は水曜日のみ午後７時まで

※�パスポート：午前９時～午後４時30分
※�マイナンバー：午前９時～午後５時15分
（市役所は、月・水曜日は午後７時まで）
問い合わせ＝市民課（☎内線246）

休日窓口　時間＝午前９時～午後１時　　　　住基…住民基本台帳

場所
期日 市役所 新里支所

境野・広沢・梅
田・相生・川
内・菱公民館

４月 ２日（日）住基・戸籍・マイナンバー・パスポート
住基・戸籍・
マイナンバー 住基・戸籍

４月16日（日）住基・戸籍・パスポート － －
４月22日（土）マイナンバー － －

５月 ７日（日）住基・戸籍・マイナンバー（※）・パスポート
住基・戸籍・
マイナンバー（※） 住基・戸籍

※ 5月 1日（月）・2日（火）・7日（日）は、カードを後日郵送します。

23 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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ー
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 https://w

w
w

.city.kiryu.lg.jp/
令

和
５

年
４

月
号

  №
1561　

根
ね ぎ し

岸 佳
か な る

那瑠ちゃん
１歳 11 か月

（新里町新川）

浅
あ さ い

井 うたちゃん
１歳２か月

（黒保根町下田沢）

松
ま つ だ

田 和
やまと

ちゃん
３歳１か月

（琴平町二丁目）

パチリいい顔 桐生っ子
　市内に居住する３歳まで（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。

「
動
き
出
し
た
近
現
代
部
会
」

　
近
現
代
部
会
は
、
令
和
４
年

８
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
、
部
会
長
・
専
門
委
員
・
調

査
員
の
計
10
人
で
調
査
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
部
会
の
会
議

を
重
ね
る
な
か
で
、
対
象
時
期

は
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
た
明

治
４
（
１
８
７
１
）
年
か
ら
桐

生
市
制
施
行
１
０
０
周
年
の
令

和
３
（
２
０
２
１
）
年
ま
で
の

１
５
０
年
間
と
す
る
こ
と
と
、

扱
う
分
野
を
政
治
社
会
・
産
業

経
済
・
教
育
文
化
・
現
代
の
大

き
く
４
つ
に
分
け
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
課
題
の
一
つ
は
、
通
史
編
の

一
つ
と
し
て
「
現
代
編
」
を
刊

行
す
る
こ
と
で
す
。
前
回
の

『
桐
生
市
史
』
を
含
め
、
こ
れ

ま
で
県
下
の
市
町
村
史
で
は
独

立
し
た
「
現
代
編
」
は
刊
行
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
資
料

の
調
査
方
法
な
ど
新
し
い
構
想

の
も
と
に
刊
行
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
現
代
で
は
新
聞
・

雑
誌
な
ど
の
活
字
資
料
や
写

真
・
映
像
な
ど
、
近
世
ま
で
と

比
べ
膨
大
な
資
料
が
調
査
対
象

と
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間

と
人
数
の
な
か
で
で
き
る
だ
け

多
く
の
資
料
に
接
し
、
桐
生
市

の
新
し
い
近
現
代
の
歴
史
像
を

描
け
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
前
回
の
『
桐
生
市

史
』
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
を
整
理
す
る
一
方
、

図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
桐

生
の
旧
家
で
あ
っ
た
長
澤
家
の

近
現
代
資
料
を
調
査
し
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
自
宅
な
ど
を
含

め
、
明
治
時
代
以
降
の
資
料
の

所
在
情
報
が
あ
れ
ば
、
市
史
編

さ
ん
室
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

第
４
回

『
新
編
　
桐
生
市
史
』
編
集
委
員

　
近
現
代
部
会
長

宮み
や
ざ
き﨑

　
俊と
し
や弥

近現代部会資料調査の様子近現代部会資料調査の様子

長澤家の近代長澤家の近代文文
もんじょもんじょ

書書




